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10月7日（日）、中里中学校をスタートに、村民マラ

ソン・ジョギング大会が行われました。

汗だくになりながらも、自分の持っている力をだ

しきろうと走る姿は、とても美しいものでした。

　　　　　　、蒙邊・撒麗鎌

●考えよう辱南瞬村合償………………②～③

●中里村職員給与をお知らせします…………④～⑤

●環境だより……………・…・・…・……………・……⑦

●話題出来事なかさとウォッチング……………⑧

●中里作品設置アーティストの横顔………………⑩
●里創プラン通信…・……………・・………………・・⑪

●お知らせ・………………・…………一…・・…⑫～⑬

●カレンダー・………………●…●●……………●……●⑭

N・A・K・A・＄・A・了・○



・
凡

　
　
、

p
フ

　
　
●

劃
鍔
『

無
纂
菱

　
騨

必
憂

現在、市町村や地域住民の皆さんによる自主的な市町村合併に向けて、県内はもちろん全国的に

取り組みが始まっています。市町村合併は、地域の将来にとって大きな問題です。

新潟県は、今年2月に市町村合併促進要綱を公表、合併の基本パターンを示しました。

村では、県が発表した要綱をはじめ、合併にかかわる情報をお知らせしていきます。

薫町纏の盆鵬厩擦一羅
※県から合併の目安・参考として2つのパターンが提示されています。

①十日町市、川西町、津南町、中里村

　　面積：586k㎡　　人ロ：69，996人

②十日町市、川西町、津南町、中里村、松代町、松之山町

　　面積：762k㎡　　人ロ：77，421人

◆合併パターンの基本的な考え方

①日常社会生活圏を重視し、広域市町村圏を基本としています。

②住民サービスの拡充や行政の高度化（建築技師や保健婦などの

　専門職の増強、女性施策や環境施策を行う専門部局の新設など）

　を図るため、人ロ規模3万人以上の組み合わせを基本としてい

　ます。

③住民に身近な行政を行える権限が拡大することで住民の利便性

　が増すことから、合併後に政令指定都市、中核市または特例市

　を目指せる規模を考慮しています。

柏崎市
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遷葡羅蓬綜藤禽磁糞の窯

0地方分権の推進

　地方分権が進むなか、住民に最も身近な自治体である市町村には、自立していくことが求められています。自ら

の判断と責任のもとに、政策を立案し、安定した行政サービスを行っていかなければなりません。このため、市町

村は、財政力の強化や行政能力の向上を図る必要があります。

②広がる住民の日常生活圏

　交通・情報通信手段の発達や経済活動の活発化に伴って、

通勤・通学や買い物、医療など、住民の日常生活の行動範囲

は、現在の市町村の区域を越えてますます拡大しています。

　これにより市町村は、より広域的な観点から効率的で魅力

的なまちづくりを行うことが求められています。

③少子・高齢化の進行と人口の減少

　少子・高齢化の進行や、それに伴う人ロの減少は、地域の

担い手の減少につながり、地域全体の活力低下とともに、福

祉等の財政需要の増加や税収の減少など、財政の悪化も見込

まれます。特に、小規模で財政力の弱い市町村にとっては、

これから深刻な問題になってきます。
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⑳多様化する住民二一ズ

住民二一ズの多様化や介護保険に伴う高齢者福祉対策の充実、廃棄物処理対策、生涯学習、情報化社会などの新

たな課題に対応するため、市町村には財政基盤の強化や専門職の確保、企画立案能力を備えた職員の養成などが求

められています。

⑤悪化する自治体の財政状況

国、地方とも財政状況は悪化しており、新潟県内の市町村でも、財政力が弱い団体が多く、一段と厳しい財政状

況にあります。こうしたなか、市町村が増加するさまざまな課題に対応していくためには、r行政基盤の強化」が求

められています。

　　　　　　　　　財敵釈況　　　（単f．額、千．）

市町村名
人　ロ

（H12）、
歳　出　計 歳　入　計 地　方　税 地方交付税

地　方　債

現在　高
積　立　金

現在高
十日町市 43，000 19，916，841 20，330，306 4，777，322 6，286，828 16，779，667 1，499，433

川　西　町 8，185 5，141，606 5，561，348 833，520 2，500，324 6，249，127 2，379，787

津　南　町 12，389 7，268，556 7，658，979 1，355，882 3，188，522 5，485，415 2，037，099

中　里　村 6，422 4，479，953 4，605，115 736，176 2，280，488 5，874，386 1，745，305

松　代　町 4，240 4，290，605 4，605，212 307，322 2，279，365 3，795，579 1，754，229

松之山町 3，185 3，269，247 3，424，002 250，401 1，917，926 2，154，929 706，287

※財政状況については、平成11年度地方財政状況調査による。

平成17年3月31日までに4市町村・6市町村で合併した場合、次のような特例が国や県からの財政補償が受けら

れます。

　　　　　　　禽佛後の窪塗財政支援
内　　　　　　　容 4市町村の場合 6市町村の場合

国

合併特例債

まちづくり建設事業

市町村間の道路、介護福祉施設の整備など
258．8億円 336．6億円

振興基金造成

地域振興などのイベント、コミュニティ活動など 25．7億円 36．1億円

合併市町村補助金（3ヵ年計）

市町村合併の推進という観点からモデルとなる事業
4．8億円 6．O億円

合併直後の臨時的経費に対する普通交付税措置（5ヵ年計）

合併後の基本構想の策定・改訂、システムの統一など
6．7億円 9．7億円

合併市町村に対する包括的な特別交付税措置（3ヵ年計）

コミュニティ施設整備、公共料金格差是正など
6．3億円 8．1億円

県

合併特別交付金

行政水準の格差是正、生活基盤の整備など 15．O億円 23．3億円

地域づくり資金貸付（まちづくり建設事業・基金計）
　　　一合併特例債の事業の5％以内について無利子・10年償還で借入 14．9億円 19．6億円

総　　　　　　　　計 332．2億円 439．4億円

3　　広報なかさ’と　　平成／3年／1月／0日
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（1）人件費の状況（普通会計決算） （単位：千円）
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区　分
住民基本台帳人口
（13．3．31現在）

歳出額
　（A）

実質収支 人件費
　（B）

人件費率
（B／A）

12年度 6，491人 4，555，130 115，674 859，433 18．9％

（注）人件費には、特別職に支給される給料・報酬等を含みます。

（2）職員給与費の状況（普通会計予算） （単位：千円）

区　分
職員数

A
給　　　与　　　費

給　　　料 職員手当 期末・勤勉手当 計　B
13年度 92人 377，412 52，280 165，949 595，641 6，474

（注）職員数及び給与費は当初予算に計上された額で、教育長を含みます。

（3）職員の平均給料月額及び平均年齢の状況（13年4月1日現在）

区　分 一般行政職 技能労務職
平均給料月額 平均年齢 平均給料月額 平均年齢

中里村 342，832円 』44．0歳 306，550円 54．8歳　・

新潟県 370，726円 42．4歳 344，170円 45．3歳

（4）ラスパイレス指数の状況（各年4月1日現在）

区　分 12年度 13年度
一般行政職 92．6 93．7

（注）ラスパイレス指数とは、国家公務員の平均給与額を100

　として算定する地方公務員の平均給与額の指数です。

（5）職員の初任給の状況（13年4月1日現在）

区　　　分

中　　　里　　　村 国

決定初任給
採用2年経過日
給　　料　　額

初　　任　　給
採用2年経過日
給　　料　　額

一般行政職
大学卒 174，400円 188，900円 174，400円 188，900円

高校卒 141，900円 151，800円 141，900円 151，800円

技能労務職 高校卒 139，000円 148，700円 139，000円 148，700円

（6）職員の経験年数別・学歴別平均給料月額の状況（13年4月1日現在）

区　　　分 経験年数10年 経験年数15年 経験年数20年

一般行政職
大学卒 246，550円 306，500円 368，500円

高校卒 207，250円 256，967円 312，833円

技能労務職 高校卒 該当者はいません

（注）経験年数とは、卒業後直ちに採用され引き続き勤務している場合、採用後の年数をいいます。

（7）一般行政職の級別職員数の状況（13年4月1日現在）

区　　　分 1級 2級 3級 4級 5級 6級 7級 8級 計

標準的な職務内容 主事補 主　事 主　事 主　任
係　長

主　査

課長補佐

副参事
課　長 課　長

職　　　員　　　数 3人 6人 5人 10人 17人 14人 8人 1人 64人

構　　　成　　　比 4．7％ 9．4％ 7．8％ 15．6％ 26．6％ 21．9％ 12．5％ 1．5％ 100％

多考
1年前の構成比 4．8％ 7．9％ 7．9％ 14．3％ 31．7％ 19．0％ 11．1％ 3．2％ 100％

5年前の構成比 3．2％ 6．5％ 6．5％ 30．6％ 25．8％ 14．5％ 8．1％ 4．8％ 100％
（注）1　中里村の給与条例に基づく給料表の級区分による職員数です。

　2　標準的な職務内容とは、それぞれの級に該当する代表的な職務です。

4
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（8）職員手当の状況

区　分 贈　　　墨　　　械 国

期業手当

勤勉議当

（12年度支給割合）

　　　　　　期末手当　　　勤勉手当
6　月　期　　　1．45月分　　　0．60月分

12　月　期　　　1．60月分　　　0．55月分

3　月　期　　　0．55月分　　　　一月分

　　計　　　　　3．60月分　　　1．15月分

職制上の段階、職務の級等による加算措置　有

（12年度支給割合）

　　　　　　期末手当　　　勤勉手当
6　月　期　　　1．45月分　　　0．60月分

12　月　期　　　1．60月分　　　0．55月分

3　月　期　　　0．55月分　　　　二月分

　　計　　　　　3．60月分　　　1．15月分

職制上の段階、職務の級等による加算措置　有

退職蕃当

　（支給率）　　　自己都合　　勧奨・定年

勤続20年　　21．0月分　　28．875月分

勤続25年　33．75月分　　44．55月分

勤続35年　　47．5月分　　　62．7月分

最高限度額　　60．0月分　　　62．7月分

その他の加算措置　定年前早期退職特別措置2％～20％加算

退職特別昇給　　1～2号

　（支給率）　　　自己都合　　勧奨・定年

勤続20年　　　21．0月分　　28．875月分

勤続25年　　33．75月分　　44．55月分

勤続35年　　　47．5月分　　　62．7月分

最高限度額　　　60．0月分　　　62．7月分

その他の加算措置　定年前早期退職特別措置2％～20％加算

退職特別昇給　　　20年以上　1号

支　給　総　額 職員1人当たゆ支給年額
時間外勤務手当（12集度）

19，197千円 181千円

（13年4月1日現在）

区分 内　　　　　　容 国の制度と異同 国の制度の内容

配偶者　16，000円

扶 配偶者以外2人まで　6，000円

養 但し、配偶者のいない職員の場合　　1人は・11，000円

手 配偶者が扶養親族でない職員の場合　1人は　6，500円
伺 同　　左

当 その他の扶養親族1人につき　3，000円

満16歳の年度初めから、満22歳の年度末までの子は5，000円加算

〈借家〉

住

居
月額12，000円を超える家賃を支払っている職員に対し、その

手
家賃額に応じ、最高27，000円（家賃額55，000円）まで支給 同 同　　左

〈持家〉

当
1，000円　但し、新築・購入した場合、5年間は2，500円

片道2km以上の職員に支給

通
片道2km以上の職員に支給 〈交通機関利用者〉

勤
〈交通機関利用者〉 運賃等相当額

手
定期券の価格 里

ノ
、 〈交通用具使用者〉

当
〈交通用具使用者〉 2，000円（片道5km未満）～

往復1kmにつき750円／月 最高20，900円（40km以上）

まで支給

（9）特別職の報酬等の状況（13年4月1日現在）

区　　分 月　　額 区　　分 月　　額 期　　末　　手　　当

給料

村　　　長

助　　　役

収　入　役

742，000円

577，000円

548，000円

報酬

議　　　長

副　議　長

常任委員長
壬並　　　　　　　　口
面我　　　　貝

250，000円

195，000円

183，000円

177，000円

（12年度支給割合）

6月期　1．45月分　　3月期　0．55月分

12月期　1．60月分

　　　　　計　3．60月分

5 広報なかさと 平成／3年11月10日
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（10）部門別職員数の状況と主な増減理由（各年4月1日現在）

　　区i分
部聞

職　　唄　　数一1，， 7
講
繭 舘増減数 塞癒増減理醐藷成翅隼塵 平成欝隼震

一
　
般
行
政

議　会

総　務

税　務
労　働

農　水

商　工

土　木

民　生

衛　生

2
2
1
6
0
1
0
2
6
2
4
9

2
2
1
5
0
1
0
2
6
2
3
9

0
0
△
1
0
0
0
0
△
1
0

欠員不補充による減員

介護保険の区別変更（一般→その他）

小　計 80 78 △2

特
別
行
政

教　育
警　察

消　防

1400 15

0
0

1
0
0

生涯学習の充実を図るため

小　計 14 15 1

公
営
企
業
等

病　院
水　道

交　通
下水道

その他

4
2
0
4
3

4
2
0
4
4

0
0
0
0
1

介護保険の区別変更（一般→その他）

小　計 13 14 0
合　　計 107 107 0

（注）職員数は一般職に属する職員数であり、地方公務員の身分を保有する休職者・派遣職員などを含み、臨時ま

　　たは非常勤職員を除いています。

（11）定員適正化計画

　　前計画年の平成7年度から11年度までの5年間では、全体で7人の減員目標に対し18人の減員となり、14％の
　職員数の削減を達成しています。新計画年の平成12年度から16年度の5年間においては、計画的な職員採用によ
　り職員年齢の高齢化を解消し、業務量の変化及び新たな行政需要に対応した職員の再配置を行い、定員の適正化
　を図ります。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（各年4月1日現在）

部　　門 区　　分
11年度

（計画前年）
翠年度
1年目

総年度
2年目

14年度
3年目

獅隼度
4年目

1◎年度

5年目
翅～16年度

　計

一般行政

減　員
目標 2 0 2 1 3 8 14
実績 13 2 4

増　員
目標 0 3 2 2 3 3 13
実績 3 2 2

差　引 目標 △　　2 3 0 1 0 △　　5 △　　1

実績 △10 0 △　　2

職員数 目標 89 83 83 84 84 79
実績 80 80 78

特別行政

減　員
目標 1 1 0 0 0 1 2
実績 4 1 0

増　員
目標 0 0 1 0 0 0 1
実績 0 1 1

F
差
　
引

目標 △　　1 1 1 0 0 △　　1 △　　1

実績 △　　4 0 1
職員数 目標 17 13 14 14 14 13

実績 14 14 15

公営企業等

減　員
目標 3 0 0 0 0 1 1
実績 0 0 0

増　員
目標 2 0 0 0 0 0 ・　　　　　0

実績 0 1

差　引 目標 △　　1 0 0 0 0 △　　1 △　　1

実績 0 1

職員数 目標 12 13 13 13 13 12
実績 13 13 14

合　　　計

減　員 目標 2 1 2 1 3 10 17
実績 14 3 4

増　員
目標 0 3 3 2 3 3 14
実績 3 3 4

差　引 目標 △　　2 2 1 1 △　　7 △　　3

実績 △11 0 0
職員数 目標 118 109 110 111 111 104

実績 107 107 107



欝

鑑響鰻璽ずか雲？緊麗r曜一礁創貼、3駿闘
灘

か
ん
き
』
～

だ
』
5

B　O　D　水質汚染の程度を示す代表的な指標

獲環聾盤翁を億るう

鞭蒙・鰹搬ぽ家捲灘雛欝難磯麟類耀糠蒙雛懲

　家電製品の小売業者は消費者から役目を終えた家電製品を引き取りします。廃家電製品を引き取る際に、

管理票を発行し、その管理票（家電リサイクル券）の写しを皆さんに交付します。

　エアコンや冷蔵庫に含まれる冷媒フロン（オゾン層を破壊したり、地球温暖化をもたらすガスです。）によ

り地球環境は悪化します。リサイクルではこの冷媒フロンを併せて回収し、処分します。

　リサイクルとは、わたしたちの暮らしの中で不用となったさまざまなものをごみ（廃棄物）とするのでは

なく、もう一度使用したり、資源として再利用することによって、繰り返し活用し循環させることです。

　また、リサイクルには「ごみを減らす」「環境を守る」「限りある資源やエネルギーを節約する」というメ

リットがあります。

　リサイクルすることにより環境悪化が防止でき、製造→リサイクル→再生と循環型社会を形成することが

できます。循環型社会構築のためにひとりひとりが認識し、協力するようにしましょう。

◆循環型社会のしくみ

商品のもとに
　なる資源

　　　　　　　　　　　　　　　1．ごみを出さない。

　　　　　　　　　　　　　　　2．できるだけ資源と
商品をつくる　ごみが出ない　　　　して再利用する・
　　　　　　　ようにつくる　　　3．ごみをきちんと処

　　　　　　　　　　　　　　　理する。
　　　　　　　　　　　　　　循環型社会に向けて
　　　　　　　　商品を買う　　この3つが大切だね

修理して
大切に使う

こわれる・

いらなくなる

　　　　　　　　　　　　　　　　　　再び利用できる
　　　　　　　　　　　　　　　　　　ように処理する

翻難義藏。←髭お騰記←』
　処分する　　　　　て熱を利用する

○
。
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灘

麟驚灘

灘
灘
．
灘

　
1
0
月
1
7
日
㈱
、
中
学
中
越
駅
伝
が

下
田
村
で
開
催
さ
れ
、
中
里
中
学
校

の
選
手
達
が
参
加
し
ま
し
た
。

　
選
手
一
人
一
人
が
持
っ
て
い
る
力

を
十
分
に
発
揮
し
、
見
事
、
念
願
だ

っ
た
n
月
1
6
日
樹
に
行
わ
れ
る
県
大

会
出
場
の
切
符
を
手
に
し
ま
し
た
。

　
出
場
選
手
と
結
果
に
つ
い
て
は
、

次
の
通
り
で
す
。

◆
1
区
　
樋
ロ
大
棋

　
　
　
　
　
区
間
3
位

◆
2
区
吉
楽
和
也

　
　
　
　
　
区
間
4
位

◆
3
区
齋
喜
哲
也

　
　
　
　
　
区
間
1
6
位

◆
4
区
　
福
崎
純
基

　
　
　
　
　
区
間
1
5
位

◆
5
区
．
鈴
木
直
人

　
　
　
　
　
区
間
9
位

◆
6
区
高
野
雄
毅

　
　
　
　
　
区
間
2
位

14

分
32
秒

総
合
3
位

13
分
2
0
秒

総
合
1
位

13
分
2
0
秒

総
合
7
位

12
分
0
7
秒

総
合
9
位

14
分
1
0
秒

総
合
8
位

14
分
1
8
秒

総
合
6
位

　
上
位
の
チ
ー
ム
に
比
べ
、
格
段
に

部
員
数
が
少
な
い
た
め
、
短
距
離
の

選
手
ま
で
が
走
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
と
い
う
厳
し
い
状
況
の
中
で
、
力

を
合
わ
せ
て
勝
ち
取
っ
た
県
大
会
出

場
で
す
。

　
県
大
会
に
お
い
て
も
、
力
を
合
わ

せ
て
ベ
ス
ト
の
走
り
が
で
き
る
よ
う
、

健
闘
を
祈
り
ま
す
。

　
1
0
月
2
3
日
㈹
、
中
里
村
総
合
セ
ン

タ
ー
で
「
第
3
回
女
性
い
き
い
き
セ

ミ
ナ
i
」
が
行
わ
れ
、
講
師
に
田
中

レ
イ
子
先
生
（
資
生
堂
）
を
お
招
き

し
、
『
内
面
の
美
し
さ
と
外
面
の
美
し

さ
に
つ
い
て
』
と
い
う
テ
ー
マ
で
講

義
・
実
技
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
講
義
の
中
で
、
田
中
先
生
は
「
化

粧
を
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
自
分
に

自
信
を
持
ち
、
い
ろ
い
ろ
な
こ
と
を

積
極
的
に
す
る
よ
う
に
な
っ
て
く
る
」

と
説
き
、
外
面
か
ら
内
面
を
健
康
的

に
ア
プ
ロ
ー
チ
し
て
い
く
こ
と
が
、

病
院
な
ど
で
も
最
近
取
り
入
れ
ら
れ

て
い
る
と
説
明
し
ま
し
た
。

　
実
技
に
お
い
て
は
、
会
場
に
来
た

人
を
モ
デ
ル
に
し
、
ス
キ
ン
ケ
ア
の

方
法
、
化
粧
の
コ
ツ
を
楽
し
く
講
義

し
、
だ
ん
だ
ん
綺
麗
に
な
っ
て
い
く

モ
デ
ル
を
見
て
い
る
会
場
の
み
な
さ

ん
の
口
々
に
「
き
れ
い
ね
え
」
な
ど

の
声
が
出
て
い
ま
し
た
。

　
最
後
に
田
中
先
生
は
、
「
今
ま
で
皆

さ
ん
の
や
っ
て
き
た
化
粧
の
方
法
が

間
違
っ
て
い
る
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。
こ
う
い
う
化
粧
の
仕
方
も
あ
る

と
い
う
参
考
に
し
て
下
さ
い
。
し
か

し
、
化
粧
落
と
し
・
ス
キ
ン
ケ
ア
に

　
1
0
月
1
4
日
㈲
、
『
ラ
ピ
ー
ヌ
雪
街
道
』

か
ら
『
ミ
オ
ン
な
か
さ
と
』
に
か
け

て
、
「
第
1
7
回
中
里
村
民
健
康
ウ
ォ
ー

ク
兼
第
5
回
ミ
オ
ン
ウ
ォ
ー
ク
」
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
ウ
ォ
ー
ク
に
は
、
埼
玉
県
新

座
市
の
方
も
多
く
参
加
し
、
総
勢
約

1
5
0
名
の
方
が
、
紅
葉
の
河
岸
段

丘
沿
い
の
景
観
を
楽
し
み
な
が
ら
、

さ
わ
や
か
な
汗
を
流
し
て
い
ま
し
た
。

　
ま
た
、
昼
食
時
に
は
と
ん
汁
が
配

ら
れ
、
木
陰
に
腰
を
下
ろ
し
、
親
子

で
談
笑
し
な
が
ら
お
に
ぎ
り
を
頬
張

っ
て
い
る
姿
が
あ
ち
こ
ち
で
見
ら
れ
、

と
て
も
楽
し
そ
う
で
し
た
。

　
全
長
約
14
k
m
の
道
の
り
を
歩
き

通
し
、
ゴ
ー
ル
地
点
の
ミ
オ
ン
な
か

さ
と
で
は
体
重
測
定
を
行
っ
て
お
り
、

出
発
前
と
比
較
し
た
人
た
ち
は
、
自

分
達
の
歩
い
て
き
た
運
動
量
が
、
体

つ
い
て
は
、
使
用
方
法
・
使
用
量
を

し
っ
か
り
守
っ
て
も
ら
わ
な
い
と
、

効
果
は
あ
ま
り
出
て
き
ま
せ
ん
の
で

注
意
し
て
く
だ
さ
い
。
」
と
説
明
し
ま

し
た
。

懸
灘

難
で

重
減
・
脂
肪
率
減
の
よ
う
な
数
字
と

し
て
表
れ
て
い
る
の
に
喜
ん
で
い
ま

し
た
。
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1
0
月
1
9
日
團
、
中
里
中
学
校
体
育

館
で
、
元
全
日
本
ラ
テ
ン
ダ
ン
ス
チ

ャ
ン
ピ
オ
ン
桑
原
明
男
・
桑
原
佐
代

子
組
に
よ
る
ダ
ン
ス
シ
ョ
ー
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

　
桑
原
組
の
他
に
も
、
古
賀
孝
義
・

岡
田
祐
子
組
、
早
川
午
朗
・
早
川
良

枝
組
の
方
達
も
訪
れ
、
力
強
く
、
そ

し
て
繊
細
な
ダ
ン
ス
を
披
露
し
、
会

場
に
集
ま
っ
た
人
た
ち
は
、
す
っ
か

り
見
入
っ
て
い
ま
し
た
。

鎌
難
騰
響
き
渡
っ
た

　
　
ミ
購
璽
小
学
生
の
合
囑
・
糞
叢
『

　
1
0
月
2
5
日
㈲
、
貝
野
小
学
校
体
育

館
で
、
「
第
51
回
郡
市
小
学
校
・
第
1
6

回
中
里
村
小
学
校
音
楽
交
歓
会
」
が

行
わ
れ
ま
し
た
。
　
　
　
　
　
　
・

　
参
加
校
は
中
里
村
全
小
学
校
（
4

校
）
の
子
供
達
で
、
日
頃
の
練
習
の

成
果
を
十
分
に
発
揮
し
、
子
供
達
の

澄
ん
だ
歌
声
が
体
育
館
に
響
き
渡
り
、

聞
き
に
き
た
保
護
者
の
み
な
さ
ん
も

聞
き
入
っ
て
い
ま
し
た
。

　
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
最
後
に
は
、
会
場

全
員
で
、
「
つ
ば
さ
を
く
だ
さ
い
」
を

合
唱
し
、
楽
し
み
な
が
ら
歌
っ
て
い

る
姿
が
印
象
的
な
音
楽
交
歓
会
で
し

た
。

こ
ん
な
季
節
料
理
麟
い
か
が
で
す
か

　
今
の
時
期
、
こ
ん
な
季
節
料
理
を
作

っ
て
み
ま
せ
ん
か
？
と
い
う
ε
と
で
、

今
團
は
矯
さ
つ
ま
芋
、
大
豆
、
桜
海
老

餅
の
甘
辛
し
ゃ
ん
し
の
作
り
癒
を
紹
介

し
ま
ず
。

◆
作
り
方

①
大
豆
は
一
晩
水
に
つ
け
て
お
＜
。

②
A
を
合
わ
せ
て
お
く
。

③
揚
げ
油
の
材
料
を
あ
わ
せ
る
。

④
白
玉
粉
に
少
し
ず
つ
水
を
入
れ
．
耳
た
ぶ
程
度
の
か
た
さ
ま
で
こ
ね
る
。

　
そ
こ
に
干
し
桜
海
老
、
青
の
り
．
白
ゴ
マ
を
入
れ
て
再
度
こ
ね
る
。
直
径

　
／
・
5
セ
ン
チ
く
ら
い
の
平
ら
な
団
子
を
つ
く
り
、
片
栗
粉
を
ま
ぶ
し
て

　
③
の
揚
げ
油
で
揚
げ
る
。

⑤
さ
つ
ま
い
も
は
、
ー
セ
ン
チ
角
切
り
に
し
て
③
の
揚
げ
油
で
揚
げ
る
。

⑥
①
の
大
豆
に
片
栗
粉
を
ま
ぶ
し
、
③
の
揚
げ
油
で
素
揚
げ
す
る
。

⑦
鍋
に
②
を
入
れ
て
ひ
と
煮
立
ち
さ
せ
、
④
、
⑤
、
⑥
を
か
ら
め
て
黒
ゴ
マ

　
を
ふ
り
か
け
、
ム
ロ
わ
せ
て
お
＜
。

⑧
。
。
詣
に
盛
り
付
け
、
色
よ
く
如
で
た
さ
や
え
ん
ど
う
ま
た
は
い
ん
げ
ん
豆
を

　
斜
め
に
切
っ
て
の
せ
る
。

★
清
水
さ
ん
か
ら
ワ
ン
ホ
イ
ン
ト
ア
ト
バ
イ
ス

・
干
し
桜
海
老
の
代
わ
り
に
し
ら
す
な
ど
、
変
化
さ
せ
て
バ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン

　
を
楽
し
ん
で
く
だ
さ
い
。

◆
『
諾
海
老
餅
の
甘
辛
し
ゃ
ん
」
に
つ
い
τ
一
盲

・
秋
は
食
材
が
豊
富
で
す
。
甘
辛
な
の
で
子
供
も
モ
リ
モ
リ
、
お
年
寄
り
の

　
方
々
の
お
茶
の
み
の
一
品
の
仲
間
に
入
れ
て
み
て
く
だ
さ
い
。

こ
ぶ
し
会

　
清
水
富
子
さ
ん
（
荒
屋
）

◆
「
甘
辛
し
ゃ
ん
」
の
材
科

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
人
分
）

・
大
豆
（
乾
燥
）
…
…
…
…
…
…
・
・
5
0
9

・
片
栗
粉
…
…
…
…
…
…
・
…
…
適
宜

・
揚
げ
油
勇
事
藍
適
宜

．
自
玉
粉
…
…
…
…
－
…
…
…
…
5
0
9

・
干
し
桜
海
老
…
…
…
…
…
…
・
・
1
2
9

・
青
の
り
…
…
…
…
…
…
・
・
大
さ
じ
ー

・
白
ゴ
マ
…
－
－
…
…
…
・
－
－
大
さ
じ
ー

・
さ
つ
ま
い
も
…
…
…
…
…
／
6
0
9

　
　
・
三
温
糖
…
…
…
…
…
大
さ
じ
2

A

・
し
ょ
う
ゆ
－

・
み
り
ん
…
－

・
水
：
…
…
：

・
黒
ゴ
マ
…
－

・
さ
や
え
ん
ど
う
－

：
小
さ
じ
2

－
小
さ
じ
2

－
小
さ
じ
ー

－
小
さ
じ
ー

　
…
5

0
9

妻嚢難葦難『・
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中
里
作
品
設
置
7
0
曇
そ
夙
岱
の

よ
こ
が
お

⑨

雛
鋤
善
索

平
面
作
品
（
絵
画
）

一
か
ら
立
体
作
品
へ

　
北
山
善
夫
は
1
9
4
8
年
に
滋
賀

県
八
日
市
市
に
生
ま
れ
、
京
都
在
住

の
作
家
で
す
。

　
1
9
7
0
年
代
に
は
平
面
の
作
品

を
制
作
し
て
い
ま
し
た
が
、
子
供
た

ち
の
描
く
自
由
な
線
に
触
発
さ
れ
て
、

ド
ロ
ー
イ
ン
グ
に
小
枝
や
竹
を
糊
付

け
し
て
取
り
入
れ
る
よ
う
に
な
り
、

平
面
か
ら
立
体
へ
と
変
わ
っ
て
行
き

ま
す
。竹

・
皮
・
紙
・
木
を

－
使
っ
た
空
問
作
品
ヘ

　
パ
ネ
ル
の
上
の
小
枝
や
竹
は
や
が

て
パ
ネ
ル
を
離
れ
、
竹
と
和
紙
の
立

体
作
品
へ
と
変
成
し
て
い
き
、
竹
や

革
、
紙
、
木
な
ど
の
軽
や
か
な
小
片

を
組
み
合
わ
せ
、
空
間
を
ダ
イ
ナ
ミ

ッ
ク
に
構
成
す
る
作
品
を
数
多
く
発

表
し
ま
し
た
①
。

　
こ
う
い
っ
た
立
体
作
品
が
注
目
を

浴
び
、
1
9
8
2
年
の
ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ

織
．

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
成

　
　
　
　
　
　
　
　
　
霧
蕪
懇
購

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
勿

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ツ

　
　
，
講
　
　
　
　
　
強

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
イ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
『
ダ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
・
、
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
p
・
、
間

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
空

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
．
、
『
①

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
▲

ア
・
ビ
エ
ン
ナ
ー
レ
に
「
ど
こ
か
で
」

な
ど
6
点
の
作
品
が
出
品
さ
れ
ま
し

た
。
そ
の
外
に
も
国
内
で
の
展
覧
会
、

コ
レ
ク
シ
ョ
ン
は
数
多
く
、
1
9
8

3
年
バ
ン
グ
ラ
デ
シ
ュ
・
ビ
エ
ン
ナ

ー
レ
で
金
賞
受
賞
し
、
ド
イ
ツ
の
デ

ュ
ッ
セ
ル
ド
ル
フ
美
術
館
で
の
展
覧

会
や
、
1
9
9
1
年
の
イ
ン
ド
・
ト

リ
エ
ン
ナ
ー
レ
に
出
品
す
る
な
ど
、

海
外
で
も
活
躍
し
て
い
ま
す
。

平
面
作
品
（
絵
画
）

圏
の
再
活
動

　
最
近
で
は
、
一
度
断
念
し
た
絵
画

を
再
開
し
、
様
々
な
場
所
で
発
表
し

て
い
ま
す
。
軽
や
か
で
明
る
い
イ
メ

ー
ジ
の
立
体
作
品
と
は
対
照
的
に
、

粘
土
で
作
っ
た
人
物
を
モ
チ
ー
フ
に

黒
イ
ン
ク
で
描
写
す
る
、
重
い
主
題

の
作
品
で
す
②
。

平
面
・
立
体
融
合
作
品

－
「
死
者
へ
生
者
へ
」

　
　
　
　
　
　
　
　
（
旧
土
倉
分
校
）

昨
年
の
大
地
の
芸
術
祭
で
は
、
平▲③旧土倉分校で作品を展開

▲②黒インクで描写

成
8
年
に
廃
校
に
な
っ

た
旧
土
倉
分
校
で
作
品

を
展
開
し
ま
し
た
。
体

育
館
の
外
壁
に
は
、
竹

と
紙
で
出
来
た
羽
根
が

翼
を
の
ば
し
た
よ
う
に

取
り
つ
け
ら
れ
、
内
部

に
も
同
じ
よ
う
な
オ
ブ

ジ
ェ
③
と
、
羽
が
つ
い

た
小
さ
な
椅
子
が
無
数

－
に
飛
び
跳
ね
る
よ
う
に
吊
り
下
げ
ら

れ
ま
し
た
④
。
2
階
の
教
室
部
分
に

は
そ
こ
を
巣
立
っ
た
小
学
生
た
ち
の

ス
ナ
ッ
プ
写
真
、
送
辞
や
答
辞
、
本

な
ど
が
残
さ
れ
、
そ
こ
に
彼
は
平
面

作
品
、
新
聞
の
死
亡
記
事
の
ド
ロ
ー

イ
ン
グ
な
ど
を
展
示
し
ま
し
た
。

　
こ
こ
に
い
た
子
供
達
や
地
域
の

人
々
の
記
憶
、
気
配
と
い
っ
た
も
の

を
取
り
こ
み
、
祝
祭
す
る
よ
う
な
作

品
を
展
開
し
ま
し
た
。

〉
④
羽
の
つ
い
た
小
さ
な
イ
ス

【
書
名
／
著
者
名
な
ど
】

ハ
リ
ー
ポ
ッ
タ
ー
と
秘
密
の
部
屋

　
　
　
　
　
　
／
」
・
K
・
ロ
ー
リ
ン
グ

彗
星
の
住
人
／
島
田
雅
彦

凶
気
の
桜
／
ヒ
キ
タ
ク
ニ
オ

沙
中
の
回
廊
・
上
・
下
／
宮
城
谷
昌
光

リ
タ
ー
ン
／
矢
月
秀
作

少
子
／
酒
井
順
子

歴
史
に
学
ぶ
／
津
本
陽

頭
取
た
ち
の
決
断
／
藤
井
良
広

惜
春
／
井
上
明
久

啓
順
凶
状
旅
／
佐
藤
雅
美

清
盛
／
三
田
誠
広

夢
の
中
の
魚
／
五
条
瑛

深
紅
／
野
沢
尚

若
者
募
集
〃

～
風
を
感
じ
な
が
ら
、
妻
有
の

璽
に
夢
を
描
い
て
お
ま
せ
ん
か
窯
～

　
城
山
に
登
っ
て
わ
が
璽
を
眺
め
て

み
よ
う
／

◆
臼
　
時

　
制
月
鴇
日
㈲
　
雨
天
中
止

　
9
時
循
分
総
含
セ
ン
タ
ー
集
含

◆
対
象
夢
を
描
き
た
い
人
は
誰

　
で
も
O
K
（
年
齢
制
限
な
じ
）

◆
持
ち
物

　
動
き
や
ず
い
服
装
（
防
寒
）
、
昼
食

　
水
筒
、
雨
具
、
保
険
代
3
0
0
円

◆
申
込
み
締
切
　
銅
月
施
日
㈱

◆
申
込
み
場
所

　
中
里
村
生
涯
学
習
課

　
　
　
　
　
　
饗
6
3
－
4
4
7
8
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大
地
の
芸
術
祭
の
ア
イ
デ
ア
コ
ン
ペ
見
学
会
を
実
施

　
第
2
回
大
地
の
芸
術
祭
の
作
家
を
選
定
す
る
た
め
の
ア
イ
デ
ア
コ
ン
ペ
テ
ィ

シ
ョ
ン
（
公
募
）
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
公
募
は
圏
域
内
の
7
箇
所
の
公

募
ポ
イ
ン
ト
に
対
し
、
地
域
性
を
考
慮
し
た
さ
ま
ざ
ま
な
提
案
を
作
家
か
ら
受

．
け
付
け
、
公
募
ポ
イ
ン
ト
ご
と
に
、
優
秀
作
を
選
定
す
る
も
の
で
す
。
当
選
し

た
作
家
は
第
2
回
大
地
の
芸
術
祭
の
参
加
作
家
と
し
て
位
置
付
け
ら
れ
、
提
案

プ
ラ
ン
を
協
議
し
な
が
ら
作
り
上
げ
ま
す
。

　
公
募
の
応
募
登
録
は
1
1
月
1
6
日
ま
で
、
プ
ラ
ン
の
提
出
は
1
1
月
2
0
日
ま
で
と

な
っ
て
お
り
、
1
1
月
3
0
日
に
審
査
結
果
が
発
表
さ
れ
ま
す
。

　
こ
れ
に
先
立
ち
、
1
0
月
7
日
㈲
と
1
4
日
㈲
に
公
募
見
学
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

関
東
や
県
内
を
は
じ
め
広
島
や
台
湾
か
ら
、
7
日
は
2
3
組
2
5
人
、
1
4
日
は
94
組

1
1
5
人
の
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
が
見
学
会
に
参
加
し
、
十
日
町
地
域
圏
域
や
近
隣

市
町
村
か
ら
の
参
加
者
も
あ
り
ま
し
た
。
見
学
会
に
参
加
し
た
ア
ー
テ
ィ
ス
ト

は
地
元
の
人
や
北
川
フ
ラ
ム
総
合
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
の
説
明
を
う
け
な
が
ら
、

そ
れ
ぞ
れ
の
構
想
を
練
っ
て
い
ま
し
た
。

初
め
て
妻
有
に
き
た
と
い
う
作
家
は
「
こ

れ
だ
け
の
自
然
が
残
っ
て
い
る
の
は
貴
重

だ
。
ど
の
よ
う
な
作
品
を
作
れ
る
か
、
が

ん
ば
っ
て
み
た
い
。
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

　
公
募
の
登
録
は
現
時
点
で
2
0
0
人
（
グ

ル
ー
プ
）
を
超
え
て
お
り
、
今
後
更
に
大

勢
の
参
加
が
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。
今
回

は
陶
や
植
物
を
使
っ
た
作
品
提
案
も
募
集

し
て
お
り
、
陶
芸
や
造
園
な
ど
ジ
ャ
ン
ル

の
広
い
参
加
が
見
込
ま
れ
て
い
ま
す
。

　
公
募
の
詳
細
に
つ
い
て
は
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
上
で
公
開
し
て
い
ま
す
。

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
ア
ド
レ
ス
は

鐸
言
”
＼
＼
≦
≦
≦
■
量
『
p
o
二
U
＼
，
「
δ
⊆
蓉
＼

〉
公
募
ポ
イ
ン
ト
で
住
民
か
ら
説
明
を

　
受
け
る
参
加
者

纒

躍
猟

耶
　
剛

　
灘

麟

臥籔
麹

田
灘

◆不在者投票・時

　投票できる期間及び時間は、11月20日（火）か

ら11月24日（士）の午前8時30分から午後8時ま

でです。

　投票日間近になりますと混み合いますので、

お早めにお越しください。

◆投票場所

　役場前にプレパブを設置し、1階で不在者

投票ができます。

◆入場券をお忘れなく

　入場券は各世帯ごとにパガキに印刷されて

郵送されます。投票日当日、各自切り離して

お持ちください。

※万一紛失したり忘れた場合は、投票所の係

　員に申し出てください。選挙人名簿に登録

　されている人は投票できます。

＝

麟綴藤 獲P覇 鐸票購聞
第1投票所 中里村総合センター 午前7時～午後8時

第2投票所 高　道　山　体　育　館 午前7時～午後8時

第3投票所 東田尻集落開発センター 午前7時～午後7時

第4投票所 清　津　峡　小　学　校 午前7時～午後6時

第5投票所 旧清津峡小学校士倉分校 午前7時～午後6時

第6投票所 倉俣集落開発センター 午前7時～午後8時

第7投票所 重地構造改善センター 午前7時～午後7時

第8投票所 田代生活改善センター 午前7時～午後6時

第9投票所 本　屋　敷　集　会　所 午前7時～午後8時

第10投票所 宮中集落開発センター 午前7時～午後8時

第11投票所 東田沢構造改善センター 午前7時～午後7時

第12投票所 市ノ越農作業休養施設 午前7時～午後7時

第13投票所 新里集落センター 午前7時～午後7時

第14投票所 清田山集会センター 午前7時～午後6時

灘

脚
晒
晶

㎜　　賭　器　　　㎜㎜　窯
　　　　　　　　　　駄Ψ　　　蓋
灘

◆11月25日の投票時間一
　投票できる時間は次の通りです。

◆候補者名ははっきりと

　投票しても書いた字が曖昧なものは無効となることがありますので、候補者名

　は、はっきりと丁寧に書いてください。

◆身体不自由なため、自分で投票用紙に書けない人は、投票所で係員に

　申し出れば代理投票の補助者から代筆してもらえます。

◆問合せ先疑問に思うことがありましたら、気軽にご連絡ください。

　　　　　　中里村選挙管理員会　盈63－3111（内線322・323）

平成／3年／／月／0日広報なかさ’と11



圏國固團

　　　、聯薦嬢糠癖響相譲☆．
新潟県高齢者総合相談センターでは、お年寄りやその家族の方々が抱

える悩みごとや、心配ごとの相談を無料でお受けしています。

相談の種類 相談日 相談時間 12月

よ　ろ　ず　相　談
毎週月曜日から金曜日　9：00～17：00まで

　　　（土日祝日・年末年始は除く）

専　　門　　相　　談（予め予約が必要です）

法　　　　　　律
毎週月曜日

第4木曜日
13：30～16：00 3・10

17・27

医　　　　　　療 第1水曜日 13：30～15：30 5
痴　　　　　　　呆 第3水曜日 13：30～15：30 19

公的年金・公的保険 第1火曜日 13：30～15：30 4
税　　　　　　　金 第2金曜日 10：00～12：00 14

健　康　・　介　護 第2木曜日 10：00～16：00 13

◆相談電話　025－285－4165

　
双
子
ち
ゃ
ん
・
三
つ
子
ち
ゃ
ん
を
も
つ
お
母
さ

ん
、
妊
婦
さ
ん
を
対
象
に
親
子
の
つ
ど
い
を
お
こ

な
い
ま
す
ゆ

　
大
勢
の
皆
さ
ん
の
参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

◆
日
時
1
1
月
2
9
日
㈲

　
　
　
　
　
午
前
9
時
3
0
分
～
n
時
30
分

◆
会
　
場
　
十
日
町
市
公
民
館

◆
対
　
象

　
十
日
町
保
健
所
管
内
に
お
住
ま
い
の
双
子
・
三

　
つ
子
と
そ
の
親
及
び
双
子
・
三
つ
子
を
出
産
予

　
定
の
妊
婦

◆
内
　
容
　
・
親
子
あ
そ
び
　
・
お
し
ゃ
べ
り
会

◆
費
　
用
　
お
や
つ
代
と
し
て
1
0
0
円
程
度

◆
申
込
み
先
　
十
日
町
保
健
所
地
域
保
健
課

　
E
5
7
－
2
4
0
0

　
※
参
加
希
望
の
方
は
1
1
月
2
2
日
㈲
ま
で
に
ご
連

　
　
絡
く
だ
さ
い
。

麹
雛
霧
雛
鐡
鋤
灘
魑

聯が家の韮役
井ノ川幸汰くん（1歳）　⑱
秀幸・めぐみさん夫妻の長男（如来寺）

何にでも興味をしめす幸汰くん。

カもだいぶ付き．戸の開け方もおぼ

えたので目が離せません。

何でもよく食べるけど、みかんだ

けはダメ。食べさせようとすると、

握りつぶしてしまいます。

毎朝おばあちゃんと、大好きな散

歩に出ます。そのおかげもあるのか

な？いままで病気らしい病気をした

ことがありません。

お母さんはそんな幸汰くんに「元

平成13年9・10月の入札結果
工　　　事　　　名 場　所 工事費 請負業者

県単林道改良事業林道田代線交通安全施設設置工事 田　代 4，620，000円 南　　雲　　産　　業

林道改良事業林道田沢神社線改良工事 東田沢 4，042，500円 有限会社村山土木
村道改良事業村道・干溝市之越線改良工事 上　　山 1，015，000円 有限会社星野建設
水力発電施設周辺地域交付金事業村道如来寺大原線側溝工事 如来寺 8，400，000円 高幸建設株式会社
簡易水道事業倉俣芋川地区配水管布設替下補9工区工事 倉　俣 13，125，000円 有限会社富井電気
特定環境保全公共下水道事業下補13－3号汚水管渠新設工事 倉　俣 18，270，000円 株式会社鈴木土建
村道改良工事村道東田尻山手線用地測量委託 東田尻 1，732，500円 中　　里　　測　　量

村道改良工事村道東田尻山手線改良工事 東田尻 8，400，000円 高幸建設株式会社
新潟県中山間地域活性化総合対策事業芋川交流広場建設工事 芋　川 37，170，000円 株式会社鈴木土建
農業施設災害復旧事業小出地区田災害復旧工事 小　　出 2，047，500円 有限会社宗家土建
簡易水道事業中央地区配水管布設工事 田　沢 1，837，500円 有限会社倉俣住宅設備

団体営棚田地域等保全整備事業農業用道路整備事業 葎　沢 11，760，000円 大村建設株式会社
民有林林道開設事業普通林道新屋敷線路線測量・設計委託 新屋敷 4，357，500円 有限会社福原測量
特定環境保全公共下水道事業下補第13－414号汚水管渠新設工事 宮　中 9，450，000円 有限会社．山田建設
特定環境保全公共下水道事業下補第13－410号汚水管渠新設工事 宮　中 14，910，000円 有限会社星野建設
簡易水道事業貝野地区配水管布設水道7工区工事 宮　中 2，415，000円 有限会社樋口水道
特定環境保全公共下水道事業路面本復旧工事、 倉　俣 2，835，000円 株式会社共立舗装
簡易水道事業貝野地区配水管布設替下補14工区工事 宮　中 4，683，000円 株式会社鈴木土建

12



圏國麗睡

盤 霧 雛

糧
鰍
判
動
帥
構
鑑
屋
中
中
聯

｝
｝
｝
｝
｝
、
～
難
総
難
灘
荒
田
宮
十

摩
理
直
由
貴
貴
和
吏
』
．
．
粥
、
灘
　
辮
雄
子
歩
子

島
木
藤
木
山
鳥
　
　
勝
敬
辮

大
　
鈴
　
竹
　
鈴
　
村
　
羽

｛
｛
｛
．
｛
｛
｛
　
　
　
口
川
口
崎

と
人
　
　
　
　
　
嚇
月
　
　
ま
真
　
　
や
也
　
　
礎
幸
　
　
　
　
　
　
　
ノ

　
届
空
　
　
　
　
　
ん
　
　
　
　
　
　
樋
井
樋
岩

貯
颯
　
　
　
　
　
み
望
　
　
献
拓
　
　
樋
隼
　
　
・
香
　
　
　
　
　
　
｛
　
～
し

高野光治（66）白羽毛

板場リユ（93）七川荘

棄原マス（86）倉俣
※掲載を希望しない方は届け出の際に

　申し出てください。

今月の納税と振替日

税
税
料
料
金
道

産
険
年
水

資
保
保
育

定
護
民
下

固
国
介
保
国
上

口
■
■
■
ロ
ロ

（斜月30田）

（11月30日）

（斜月30臼）

（斜月30日）

（1講月26日）

（10月26日）

．．灘纏難繊灘懸…灘・・

麟羅灘鵜簿灘翻掬鞠翻馨累謙灘

26件

灘総鋸懇譲萄i麟灘・
　平成14年度に保育欠ける乳、幼児で保育園に入園希望をする乳、幼児

の受付を次により行います．

◆各保育園の定員

　中里保育園　90名　　貝野保育園　50名　　南保育園　90名

　倉俣保育園　60名　　清津峡保育園　40名

◆保育時間

・囎i璽・繭保鳶園《認羅保奮園）

　平日：午前8：30～午後4：00　土曜：午前8：30～午前11：30まで

　※第2・・4土曜については希望制で保育を行います。

　※平日は希望により午前7：45～午後6：15まで保育を行います。

・翼野・禽爆・溝簿峡保欝園1僻鞄保欝園〉

　平日：午前8：30～午後4：00　土曜：午前8：30～午前11：30まで

　※第2・4土曜については希望制で保育を行います。

◆保育料（認可保育所）

　　平成14年度の基準は国の保育料の徴収基準額が決まり次第、国の基

　準より減額した金額で村の保育料基準を決定します。保育料は、村民

　税の確定時期にあわせて4・5・6月分保育料は暫定保育料で徴収し、

　7月分から確定した額で徴収します。その際に生じた7月以降の保育

　料から差額調整を行います。

◆受付締め切り　11月26日（月〉まで

◆入園資格

　　村内に住所を有し、保育に欠ける乳、幼児で生後11ヶ月以上児より

　保育します。

　　ただし、児の状況により受け入れが困難と思われる児童は入園をお

　断りする場合もあります。

◆提出書類

　　入園申請書、家庭調査書、確約書が必要です。

　なお、年度途中での入園を希望している方もこの期間中に必ず申請書

　を提出してください。年度途中の入園については、特別な事情がある

　場合を除きお断りします。

　※入園申込み書類などは、各保育園と民生課に用意してあります。

◆提出先　各保育園または民生課まで

◆問合せ先　中里村役場　民生課福祉係　B63－3111

●交通事故件数

●死　 　　者

●傷　　　　者

●死亡事故ゼロ

O人

36人

369日

◆
日
時
1
2
月
6
日
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時
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ー
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◆
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円
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切
　
1
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月
3
0
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騨
身近な食材や地場産物を使い、美味しい食材をもっと美味し

くお料理。プロから本格、味のポイントを教わり、レパートリ

ーを広げませんか。

、1亙1驚2月噛嘱日㈹

　「シェフおすすめの一品」～魚・肉・卵料理～

　・定　　員　15名　　・費用　5，00Q円
　．・受付締切　11月30日　　講師　ナスパニューオータニ

2瑠2月嘱3日体）

　「手作りそば作り」

　～地場産そば粉、山ごぼう、ふのりで作る～

　・定　　員　20名　　“費用　4，000円
　受付締切　12月3日　　・講師　そばの寺子屋

1釧2月帽8副火》

　「クリスマスメニュー」～チキン＆ケーキ～

　’難定　　員　15名　　・．費用　5，000円

　、受付締切　12月7日　　一講師　ナスパニューオータニ

◆時間　午前9時～12時
◆会　場　魚沼地域職業訓練センター

⇔申込み・問合せ先　魚沼地域職業訓練センター

　　　　　　　　　　　EO257－72－4554

〆｝嵩一＝＝＝二　＝＝㎝〔｝＝ニニ＝｝一二ニニニ皿罪雛慧㎜㎜謂㎜諜P㎜‡㎜㎜’『二ニニ篇羅ニニニニ＝で1

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1i　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　li

ii　　　　　　　　　　　　　　　　　illi　　　　　　　　　　十日町税務署　醤52－3181“
㌧一＿二＿＿＿＿．．ご　　　　　　　　　　　‘罫

11／11 川西町診療所
盈68－2034（川西町）

昌　　▼　脚　葭

　　11／23 津南－病　院
E65－3161（津南町）。

11／18 ㊥山ロ医院
E52－2174（十日町市）

11／25 大熊内科医院
B52－7066（十日町市）

11／23 第二藤巻医院
盈68－2018（川西町） 12／2 ㊦山ロ医院

盈55－2003（十日町市）

　
随
分
と
寒
く
な
っ
て
き
ま
し
た
。

ス
ト
ー
ブ
・
コ
タ
ツ
が
活
躍
す
る
季

節
で
す
。
火
の
元
に
は
十
分
注
意
し

て
く
だ
さ
い
。

　
寒
く
な
っ
て
く
る
と
、
温
か
い
部

屋
か
ら
出
た
く
な
い
の
で
、
ど
う
し

て
も
運
動
不
足
に
な
り
が
ち
で
す
。

　
そ
し
て
秋
の
味
覚
が
美
味
し
い
季

節
。
ま
た
、
不
思
議
と
コ
タ
ツ
の
上

に
は
、
常
に
何
か
し
ら
の
食
べ
物
（
み

か
ん
・
お
煎
餅
等
）
が
置
か
れ
て
い

ま
せ
ん
か
？
つ
い
つ
い
手
が
伸
び
て

し
ま
い
ま
す
。

　
「
こ
れ
か
ら
来
る
、
厳
し
い
冬
の

季
節
に
備
え
る
た
め
、
今
の
う
ち
に

た
く
さ
ん
蓄
え
て
い
る
の
だ
〃
」

　
な
ん
て
い
い
わ
け
は
通
用
し
ま
せ

ん
よ
ね
え
。

　11月15目～12月5目

　　　　　きカレンター
15休） ポリオ生ワクチン　合保健センター

014：00～14二30受付

16働
心配ごと相談（南雲勝男）合ディサービス1

セ！ンター　013：30～16：00

17出

ドーム中里き☆ら○ら定期投影　合ユーモ1
一辺レ　　（！）1／二〇〇～11二40

19（月）

…i20（火》 遊びの教室　合総合センター

09：30～10：00受付

21㈱
補聴器相談（リオン）　合役場

013二45～14：00

i22㈱
心配ごと相談（村山篤稔）合ディサービス、

セ！ンター　（D13：30～16：00

『23囲

i24㈹
2S（欝〉 ドーム中里き☆ら○ら定期投影　合ユーモ、『

一辺レ　　（！）11：00～11二40

26（月） 補聴器相談（キコエ）　合役場

015：30～16：00

27㈹

献血　合総合センター
0／0二〇〇～／2二〇〇、13二〇〇～15：00

幼児歯科健診　合総合センター

（D9：30～／0二30受付

28㈱
』29（木）

i30囲
心配ごと相談（廣田和子）合ディサービスi！

セ！ンター　013二30～16：00

1㈹

』2㈹
ドーム中里き☆らoら定期投影　合ユーモli
一辺レ　　（！）11：00～11：40

3（月）

4㈹
乳幼児身体測定　合保健センター
（D9：30～11：00

5㈱

幼児歯科健診　合総合センター

09：30～10：30受付

補聴器相談（リオン）　合役場
（！）13：45～14二〇〇

　　灘灘i蕪難藩霧i鐵灘灘獲懇鍵藤懇i醗欝灘麟灘翻難

　　　　　　　　　　欝簸難懲諜繋蝶
憲　　鰐

　　　　10月末現在（）は前月比

●人　ロ　　男3，225人（十5）

　　　　女3，248人（十3）
　　　　計　6，473人（十8）

●世帯数　　　　1，703　（一1）
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